
□:生きるを考えて

賞

20～ 25歳の女性の歯には栄養障害などでみられるエナメル

質減形成による溝が何本もみられる。

「生きる」を感じる

人びとは何をもって 「生きる」を感じ

るのでしょうか。1952年公開の黒澤明監

督の映画『生きる』で、志村喬演ずる主

人公は、死期を悟ってはじめて「生きる」

を認識します。しかし時代によって生き

ることと、死との距離には大きな変化が

上松町赤沢自然休養林

身近な自然が失われていくなか、手つかずの自然が残した

林の中には、多くの動植物が生息している。

あったようです。

自然の中の生と死

北村遺跡に埋葬された今から3,500年

前の縄文人の歯には、栄養失調で死の危

険ラインにまで達したことを示す成長の

溝が、成人になるまでに6本もみられる

ことがあります。狩猟や採集で生活をし

ていた彼らにとって、自然は恵みを与え

生きるを実感させるものであると同時

に、時には彼らを見放し牙をむけ命さえ

も奪ってしまうものだったのです。厳し

い自然の中で、生と死は常に背中合わせ

であったといえます。そのため誕生を盛

大に祝い、死を盛大に悲しんだとも想像

されます。

縄文時代後期の成年女性の歯

(当館蔵)安曇野市北村遺跡
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中央の石で造られた部屋 (横穴式石室は)は、黄泉の国、
そこへの入口だった。

日死後の世界を

古代では、人が死ぬと埋葬までの長い

間、棺に遺体を安置し、死者がよみがえ

ることを願いました。また、同時に死者

との別れを惜しみ、遺体の腐敗や自骨化

を見つめる「もがり」という儀式で死を

確認しました。中国の歴史書『魏志倭人

伝』にも、日本では人が死ぬともがりに

つくことが記されています。この頃には

死は少し遠くに認識され、「黄泉の国」

の世界が創り上げられたのでしょう。

平安時代中頃になると、疫病の流行や

律令国家の崩壊により、現世へのあきら

めとともに、浄土信仰など死後の世界を

どう考えるかが大きな課題となりまし

た。この時代、極楽浄土を願つて貴族を

中心に惜しげもなく財力が投入され多く

の寺院が建立されます。一般の人びとの

あいだにも阿弥陀如来への信仰が広まっ

ていきました。また、戦乱や政争での敗

北者などの非業の死は怨霊となり伝染病

や天災をもたらすものとして恐れられ、

それを鎮めるために神として祀られるこ

阿弥陀如来立像 (当館蔵)

阿弥陀如来は人びとが死んだ後、極楽浄土に導いてくれる

仏として信仰の対象となった。

江戸時代の松本市深志神社 (当館蔵)

「善光寺街道名所図會」に描かれた深志神社境内。諏訪社

に並び、管原道真をTEった天満宮 (天神)様)が見える。

すがわらみちざね
ともありました。たとえば菅原道真の天

神様が有名です。このように当時の人び

とも死後の世界に関心を向け真剣に取り

組んだのです。
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江戸時代の本曽おどり (『信濃奇勝録』当館蔵)

母親に背負われた赤ん坊から、子ども、お年寄りまで輪になって木曽おどりが踊られていた。
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松本押絵びな「おどりに興 じる人形」 (当館蔵)

江戸時代後期から庶民の間で作られた人形。平面の人形型

に彩色、衣装を貼りつけてある。生き生きとした子どもの

姿が表現されている。
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l現世に生きる

戦に明け暮れた時代が終わり、江戸時

代の安定した社会になると、死後の世界

から現世を生きることへの関心が高まり

ます。間引きや捨て子などがよく話題に

なりますが、「食い初め」「初節句」のよ

うな産育儀礼が農村社会にもみられるよ

うになり、子どもの健やかな成長に関心

が高まったのもこの時代からです。親ヘ

の孝行も奨励され、還暦、古稀、喜寿、
ちょうじゅ

米寿などの長く健康で生きるための長寿

儀礼がおこなわれるようになりました。

近代になると上下水道の整備や、医療

の発達などで、乳児死亡率の低下、病気

による死亡数も減少し寿命も大きく延び

ました。しかし度重なる戦争で、多くの

人びとが不本意な死を迎えました。
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松本連隊の出征 (長野県政史資料)

昭和の前半は度重なる戦争に、多くの兵士が市民の見送りをうけ戦場へ鷹区りだされました。

1にれからを生きる

さて現在は、60歳の還暦など老いを通

過点として天寿を全うして死を迎えるこ

とが当たり前になり、どのように老いを

迎えるかが新しい課題になっています。

反面、平成19年度で30,000人をこえる自

ら命を絶つ人びとの存在は、物質面や医

療面の充実にもかかわらず、心の問題が

現代社会を生きていくことを難しくして

いることを物語つています。

さらに、世界に目を向けると戦争、き

きん、病気などでまだまだ多くの人びと

が望まない死を迎えています。わが国の

少子高齢化、地球規模の温暖化など、今

までの人類が生きていくうえで経験した

ことのない環境が待っているのかもしれ

ません。生きることを支える社会の知恵

を知ることは、今後の人間の「生きる」

を考える上で大きな意味を持つと思いま

保育園の子どもたち (長野県政史資料)

昭和20年代の保育国のおやつの時間。

小布施町新生病院
人生の終わりを安らかに迎えるためのホスピス。す。 (原 明芳)
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この本を読んで、もっと知りたいことが出てきたら、ぜひ県立歴史館へ来てください。

収蔵しているたくさんの資料や、書籍を見ることができます。

また、歴史を専門に研究している職員がいるので、わからないこと、調べたいことがあ

れば、職員に質問してください。疑間の解決の方法や資料の調べ方を丁寧にお答えします。

最後になりましたが、本書のために貴重な資料や写真などを快くご提供くださった多く
の方がたに厚くお礼を申し上げます。

2009年 3月
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開 館 時 間

体  館  日

常設展観覧料

交 通 案 内

午前 9時～午後 5時 (入館は午後 4時30分まで)

毎週月曜日 (祝日、振り替え)と祝日の翌日

12月 28日 ～ 1月 3日、その他館長が定める日

一般 300円 (200円 )、 高 。大学生 150円 (100円 )、 小 。中学生 70円 (50円)/( )内 は団体 20名 以上
また次に該当する場合は観覧料が無料になります。

・小 。中 。高・特別支援学校生が土曜日、日曜日、国民の祝日および振り替え休日に観覧するとき。
。身体障害者手帳などの交付を受けている方と、介護の方が観覧するとき。
・県内の小 。中・高校生が学校の教育活動として観覧するとき。この場合申請が必要ですが、申請書類は

当館ホームページでも手に入れることができます。

しなの鉄道屋代駅から徒歩 25分、屋代高校前駅から徒歩 25分

長野電鉄屋代線東屋代駅から徒歩 20分

長野自動車道更埴 |.Cか ら車 5分

高速道路バス「止信越道 屋代」から徒歩 3分

長野県立歴史館

信濃の風土と歴史⑮
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